
【 安全上のご注意】
こ の表示を 無視し て誤っ た取り 扱いを すると
死亡または重傷を 負う 可能性が想定さ れる内容です。警　 　 告

器具の取付けは、 説明書に従い確実に行なっ て
く ださ い。
→器具の取付けに不備があると 火災･感電･落下

によるけがの原因になり ます。厳守

禁止

分解禁止

器具を改造し たり 、 部品を追加･変更し て使用し
ないでく ださ い。
→火災･感電･落下によるけがの原因になり ます。

埋込ボッ ク スに取付ける場合は、 金属製のも の
をご使用く ださ い。
→樹脂製ボッ ク スの場合、 器具の熱伝導により 、

樹脂の劣化が促進さ れ火災･落下によるけがの
原因になり ます。

禁止

器具のすき まや放熱穴などに金属類を差し 込ま
ないでく ださ い。
→感電･故障の原因になり ます。

異常を感じ た場合は、 速やかに電源を切っ てく
ださ い。
→放置し ますと 火災･落下によるけがの原因に
　 なり ます。 工事店･電器店にご相談く ださ い。厳守

■器具のお手入れ 注意　 器具のお手入れの際は安全のため電源を切っ てく ださ い。 感電の原因になり ます。

・ 明るく 安全に使用し ていただく ために6 ケ月に1 回程度の清掃･点検をし てく ださ い。
　 ダイ ニング･キッ チンなどの汚れやすい場所は年4 回程度の清掃が目安です。
・ 器具の汚れは乾いた柔ら かい布か薄めた中性洗剤を浸透さ せた柔ら かい布をよく 絞っ てから 拭き 取っ てく ださ い。

シンナーやベンジンなどの揮発性のも ので拭いたり 、 殺虫剤をかけたり し ないでく ださ い。 また、 薄めた中性洗剤
を使用し た場合は、 洗剤が残ら ないよう 、 よく 拭き 取っ てく ださ い。 変質･故障の原因になり ます。

コ ンセント は1 0 0 0 W を超えて使用し ないでく
ださ い。
→火災の原因になり ます。

■カ バーの取外し 方 注意　 カ バーの取外し の際は安全のため電源を切っ てく ださ い。 感電の原因になり ます。

注意　 点灯中や消灯直後は器具やラ ンプが高温のため
触ら ないでく ださ い。 やけどの原因になり ます。
し ばら く し てから 行なっ てく ださ い。

１ 電源を切る

２ カ バーを取外す

３ カ バーを取付ける

左右のエンド キャ ッ プを本体より 取外す。
カ バーを本体より 取外す。

■施工手順 を参考にカ バーを取付ける。

本体

カ バー

本体

エンド
キャ ッ プ

型　  番

お 客様へ
器具の取付けの際、 電気工事は工事店･電器店へ依頼し てく ださ い。
一般の方の電気工事は法律で禁止さ れています。

工事店様へ
施工前には、 こ の説明書をよく ご覧の上、 正し く 施工し てく ださ い。
こ の説明書は必ずお客様へお渡し く ださ い。

保存用

施工 取扱説明書コ イ ズミ 照明器具

こ のよう な場所には取付けないでく ださ い。
こ の器具は壁･天井取付両用器具です。 傾斜天井
に取付ける場合は9 0 °までにし てく ださ い。
不安定な場所やベニヤ板などの強度の弱い場所、
使用後のネジ穴には取付けないでく ださ い。
→器具の落下によるけがの原因になり ます。

9 0 °を超える
傾斜天井 不安定な場所 補強のない場所

■使用上のご注意
・ 器具の近く でリ モコ ン(コ ント ローラ )を操作し た場合、 誤動作するこ と があり ます。
　 器具と コ ント ローラ 受信部を離し てご使用く ださ い。
・ 器具の近く や電波状況の弱い場所では音響製品に雑音が入る場合があり ます。
　 器具と 音響製品を離し てご使用く ださ い。
・ 点灯および消灯後に器具構成材料の熱伸縮により 若干のきし み音が発生するこ と があり ますが、 異常ではあり ませ

ん。

■LED ユニッ ト について
・

・ LED のみの交換はでき ません。
・ LED は輝度が高いため、 直視し ないでく ださ い。
・ LED にはバラ ツキがあるため、 同一型番でも 発光色、 明るさ が異なる場合があり ます。 ご了承く ださ い。

器具の取外し は工事店･電器店に依頼し てく ださ い。 →感電の原因になり ます。

＜ 保 証 に つ い て ＞
１ ． 取扱説明書、 本体添付ラ ベルなどの注意書きに沿っ た使用状態で保証期間内

に故障し た場合には、 無料修理さ せていただき ます。

４ ． 2 4 時間連続使用など、 1 日2 0 時間以上の長時間使用の場合は上記の半分の

期間と し ます。

５ ． 保証期間でも 次の場合には原則と し て有料にさ せていただき ます。
a 使用上の誤り 及び不当な修理や改造による故障及び損傷
s お買い上げ後の取り 付け場所の移設、 輸送、 落下などによる故障及び損傷
d 火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常電圧、 指定外の
　 使用電源(電圧、周波数)などによる故障及び損傷
f 車両、 船舶などに搭載さ れた場合に生ずる故障及び損傷
g 施工上の不備に起因する故障や不具合
h 法令、 取扱説明書で要求さ れる保守点検を行わないこ と による故障及び
　 損傷
j 保証書及び領収書あるいは販売店様発行の保証書のご提示のない場合

６ ． 保証書は日本国内においてのみ有効です。
７ ． 保証書は再発行いたし ませんので大切に保管し てく ださ い。

＜アフ タ ーサービスについて＞
１ ． 保証期間中に万一故障がおきた場合は、 保証書を添えて、 お買い上げの
　 　 販売店･工事店までお申し 出く ださ い。
２ ． 保証期間を過ぎていると き は、 お買い上げの販売店･工事店にご相談
　 　 く ださ い。 修理によっ て機能が維持でき る場合は、 ご希望により 有料修理
　 　 さ せていただきます。
３ ． 販売店･工事店にご依頼になら ない場合や修理についてのご相談は
　 　 弊社サービスセンタ ーにご連絡く ださ い。
４ ． 弊社は照明器具の補修用性能部品を製造打ち切り 後最低6 年間保有し て
　 　 います。 性能部品と は、 その製品の機能を維持するために必要な部品です。

補修用性能部品には、 同等機能を有する代替品を含みます。
　 　 従いまし て主に電気部品が中心でセード などの意匠部品は対象外です。

※保証書に明示し た期間、 条件のも と において無償修理をお約束するも のです。
従っ てこ の保証書によっ て、 お客様の法律上の権利を制限するも のでは

　 あり ませんので、 保証期間経過後の修理や、 製品･修理に関するご相談並びに
ご不明な点は、 お買い上げの販売店･工事店または別紙記載の

　 コ イ ズミ 照明｢お客様相談室｣･サービスセンタ ーにお問合せく ださ い。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※Th is  w a rra n ty is  va lid  on ly in  Ja pan .

お

客

様

取扱販売店名･工事店名･住所･電話番号保証期間(お引き 渡し 日よ り )

お買上年月日

ご住所

お名前

電話　 　 　 　 (　 　 　 )

※お客様へ　 保証書の記載内容を よ く お読みいただき 、 販売店様発行の領収書と
　 　 　 　 　 　 合わせて大切に保管し てく ださ い。コ イ ズミ 照明器具 保証書

５

取説N o .  B 0 1 6 -0 1 8  D L ／S ・ T -0 36

こ の表示を 無視し て誤っ た取り 扱いを すると
傷害を 負う 可能性または物的損害が発生する可能性が想定さ れる内容です。注　 　 意

点灯中や消灯直後は器具やラ ンプが高温のため
触ら ないでく ださ い。
→やけどの原因になり ます。接触禁止

こ の器具は非防水です。 湿気の多い場所や屋外
では使用できません。
→火災･感電の原因になり ます。水ぬれ禁止

禁止

ラ イ ト コ ント ローラ などの調光器と の併用はで
き ません。
→火災の原因になり ます。 調光器の取外し が必

要です。 調光器の取外し には資格が必要です。
工事店･電器店に依頼し てく ださ い。 厳守

表示さ れた電源電圧(A C 1 0 0 V)以外の電源で
使用し ないでく ださ い。
→火災･感電の原因になり ます。

禁止

周囲温度5 ～3 5 ℃、 湿度4 5 ～8 5 ％の環境以外
では使用し ないでく ださ い。
→火災･感電の原因になり ます。

ガス機器など、 温度が高く なるも のの上への取
付けや、 器具の下にスト ーブなどの高温のも の
を置かないでく ださ い。 また、 燃えやすいも の
を近づけて使用し ないでく ださ い。
→火災の原因になり ます。

照明器具の寿命は、 使用条件、 使用環境で異な
り ま すが、 一般的な使用状態で8 ～1 0 年が目安
です。 数年に1 回は、 専門家(工事店･電器店)に
よ る 点検を 実施し ていただき 、 不具合があり ま
し たら 適切な処置を 施し てく ださ い。 →放置す
る と 、 火災･感電･故障の原因になり ま す。

・

■定格

型　 番 使用ラ ンプ

LED

コ ンセント 容量

1 0 0 0 W まで

定格電圧

AC1 0 0 V

入力電流

0 .1 1 A

消費電力

6 .0 WAB4 6 9 0 2 L・ GB5 0 2 3 1 L

→火災の原因になり ます。

器具を布や紙などでおおっ て使用し な いでく だ

さ い。

A B4 6 9 0 2 L・ G H 5 0 2 3 1 LGB 

LED 光源寿命（ 光束維持時間） は、 4 0 0 0 0 時間です。

光束が7 0 % 以下になるか、 不点灯になるまでの時間で、 照明器具の保証寿命と は異なり ます。

G H 5 3 7   3GB  S R6・

B5 3 7 6 3 S RS RG・

２ ．

３ ．

本体：1年間　LED 電源/モジュール/LED 電球：3年間



■施工前の確認

２ 取付面がク ロス貼り の場合
接着剤が十分に乾燥し てから 器具を取付ける。
変色やサビの原因になり ます。

１ 器具重量に耐えら れるよう 、 取付部の強度を確保する

■施工手順 注意　 取付けの際は必ず電源を切っ てく ださ い。 感電の原因になり ます。

※こ の図は一部抽象化し た共通部品図です。
※部品の有無･損傷を確認し 、 不備の際は取付けないでく ださ い。

本体を取付ける
本体の電源穴に電源線を通し 、 取付ネジで取付ける。

４

カ バーを取付ける５

点灯の確認を行なう

カ バーのミ ゾを本体にはめ込む。
左右のエンド キャ ッ プを本体にはめ込む。

２

電源線を接続する

〈 付属部品〉

取付ネジ(長)・ ・ ・ ・ ・ 2 本

取付ネジ(短)・ ・ ・ ・ ・ 2 本

※取付ネジ(長)、 取付ネジ(短)は取付場所に合わせ
て使い分ける。

スイ ッ チ
本体

■点灯順序

●スイ ッ チを押し てく ださ い。

※壁スイ ッ チのある場合、 あら かじ め壁スイ ッ チをON にし 、
スイ ッ チを操作し てく ださ い。

消灯点灯

本体

カ バー

本体

エンド
キャ ッ プ

３ 取付ピッ チ

＜傾斜天井･壁面に取付ける場合＞

方向シールの指示に従っ て取付ける。

警告　 方向シールに従っ て取付けてく ださ い。
指定方向以外に取付けた場合は破損･落下によるけ
がの原因になり ます。

方向シール

３

LED ユニッ ト を取付ける

䃫㘇ऎऎ

1 2 m m

はずし 穴

電源線
スト リ ッ プゲージ

解除

接続端子

N
適合電線　 Cuφ1 .6 ･φ2 .0 単線

スト リ ッ プゲージに合わせて電源線の被覆をむき 、
接続端子に確実に差し 込む。
はずす時ははずし 穴に幅6 m m のマイ ナスド ラ イ バ
ーを差し 込み、 電源線を抜く 。

警告　 電源の接続を確実に行なっ てく ださ い。
接続が不完全な場合は火災の原因になり ます。

ブッ シング・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 個

・

１ ブッ シングを取付ける
取付けに必要な取付穴を開放する。
付属のブッ シングを取付面の電源穴に取付ける。

ブッ シング 本体

６
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LEDユニットの片側を本体に引っ掛け、
片側をナットで取付ける。

6 7

8 3

φ2 0 電源穴

樹脂カバー

電源線引き込みに使用しない電源穴に付属の樹脂カバーを取付ける。

3 8 6

取説N o .  B 0 1 6 -0 1 8  D L ／S ・ T - 0 36



耐用年限

耐用年限

Z-199-015-02

部品编号：J02TRAM9962
尺寸：210×148


